
第２学年３組 外国語（英語）科学習活動支援案 

                                                                 指導者 T1 舘野 陽季 

                                       T2 塚越 達己 

１ 単元名  

「古河市を『訪れてみたい』まちにするために、ＡＬＴの先生に向けて、古河市にあるおいしい食べ物やおす

すめスポットを紹介し、古河市の魅力をＰＲしよう。」（外国語科×社会科） 

 

２ 単元の目標 

(1）古河市を『訪れてみたい』まちにするために、ＡＬＴの先生に向けて、古河市にあるおいしい食べ物や

おすすめスポットを紹介し、古河市の魅力等について簡単な語句や文を用いて伝え合う技能を身に付ける

ことができる。                                 （知識及び技能） 

(2）古河市を『訪れてみたい』まちにするために、目的や場面、状況などに応じて、古河市にあるおいしい

食べ物やおすすめスポットに関する情報、自分の考えや気持ちについて整理し、簡単な語句や文を用いて

まとまりのある文章を書くことができる。               （思考力、判断力、表現力等） 

(3）読み手、書き手に配慮しながら、日常的な話題や社会的な話題について、主体的に情報を得たり、友達

の表現を参考にしたりして、よりよい文章を書こうとしている。     （学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知①未来形や接続詞、不定詞の特

徴やきまりを理解している。 

知②古河市にあるおいしい食べ物

やおすすめスポットについ

て、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、簡単な語句

や文を用いてまとまりのある

文章を書く技能を身に付けて

いる。 

思①古河市を『訪れてみたい』ま

ちにするために、古河市にあ

るおいしい食べ物やおすすめ

スポットについて、事実や自

分の考え、気持ちなどを整理

し、簡単な語句や文を用いて

まとまりのある文章を書いて

いる。 

 

態①古河市を『訪れてみたい』ま

ちにするために、古河市にあ

る食べ物やおすすめスポット

について、事実や自分の考

え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いてまとま

りのある文章を書こうとして

いる。 

 

 

４ 単元について 

 (1) 単元観 

本単元は中学校学習指導要領解説外国語編「書くこと」（イ）「日常的な話題について、事実や自分の考

え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を書くことができる。」を踏まえて、

設定した自作単元である。本単元では、わかりやすい説明になるように、やさしい語句を使って説明した

り、魅力などを伝えるために、相手を引きつける工夫をしたりする。その中で、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理してより客観的で、説得力のある内容を書く力を高めることが主なねらいである。その際、

社会科との関連を図り、古河市の地図帳から古河市の地理的な情報を読み取り、ＡＬＴの先生に向けて、

古河市にあるおいしい食べ物やおすすめスポットを紹介する。古河市の魅力をＰＲするために、より説得

力があり、まとまりのある文章を書くことができる能力の育成に迫りたい。 

 

 (2) 生徒観 

   意識調査の結果では、本学級の生徒は、外国語（英語）学習への取り組みに肯定的な回答を示し、28 名

中 18 名は「外国語（英語）の授業は楽しい」と答えている。生徒は、外国語（英語）学習の重要性を理解

し、意欲的に取り組むことができている。また、「書くこと」においては、24 名の生徒が外国語（英語）学

習における「書くこと」の必然性を感じている。しかし、実態調査では、自分の主張は書かれているが、

その根拠が書かれていない生徒が 11名、自分の主張や根拠が書かれていない生徒が８名と、「書くこと」に

おいて、事実や自分の考え、気持ちなどを、まとまりのある文章で具体的に表現することが苦手な生徒が

多くいることが分かった。また、本学級はＩＣＴスキルレベルのドキュメントにおいて、レベル５の生徒

が多い。 

【意識調査及び実態調査の結果】（令和７年６月 10日調査 男子 17名、女子 11名、計 28名） 

１．外国語（英語）の授業は楽しい。  

２．外国語（英語）を勉強は大切だと思うか。  

３．外国語（英語）を学習する上で「書くこと」の

力は必要であると感じるか。 

 



４．条件英作文で思考・判断・表現を問う問題 

 

テーマに沿って自分の主張とその根拠を 

書いている 

 

自分の主張は書かれているが、根拠が書

かれていない 

 

自分の主張や根拠が書かれていない  

   本単元の学習では、古河市を『訪れてみたい』まちにするために、古河市にあるおいしい食べ物やおす

すめスポットを紹介し、古河市の魅力について事実や自分の考え、気持ちなどを整理して、簡単な語句や

文をを用いてまとまりのある紹介文を書く。外国語（英語）科と社会科を横断し、古河市の地図帳を読み

取り、地理的な特性を考えることで説得力のある内容を構築しながら、まとまりのある文章を書く力、伝

えたいことを書いて表現する力を育成したい。 

 

 (3) 支援観 

※研究主題「持続可能な社会の創り手に必要な資質・能力」を育む学習指導との関連（当該を□囲み） 
教科横断（カリキュラム・マネジメント）の視点 ＥＳＤの視点 

ｷｬﾘｱ教育の視点 

ＩＣＴ活用 
(Google 

Document, 

Padlet) 
教科名：（社会） 

× 

本学習指導案の教科 

⇒ 

育成する資質・能力 概念 能力・態度 

知 識 ・ 技 能 知 識 ・ 技 能 
論 理 的 思 考 力 多様性 批判的に考える力 人間関係・社会形成 

即時性 
言語能力・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 相互性 計 画 を 立 て る 力 

自己理解・自己管理 

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 等 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 等 
課 題 発 見 ・ 解 決 能 力 有限性 多 面 的 思 考 

共有性 
自 律 的 活 動 力 公平性 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 力 

課 題 対 応 

学びに向かう力・

人 間 性 等 
学びに向かう力・人間性等 

人 間 関 係 調 整 力 連携性 他 者 と 協 力 す る 

保存性 
社会参画力・未来づくり 責任性 

つ な が り の 尊 重 

ｷ ｬ ﾘ ｱ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ 

進 ん で 参 加 す る 

 

本単元の学習では、古河市にあるおいしい食べ物やおすすめスポットを紹介し、古河市の魅力をＰＲする

ことを通して古河市を『訪れてみたい』まちを目指すことを目的として設定した。この目的は、第２次古河

市総合計画第Ⅲ期基本計画の未来の“めざすまち”の基本方向に準ずるものであり、ＥＳＤの視点である連

携性を深めることを目指す。また、生徒がどの食べ物やスポットを紹介し、どのような魅力を伝えたら、古

河市を『訪れてみたい』まちにすることができるかを考えることで、自ら課題意識をもちつつ、様々な活動

を通して、キャリア教育の視点である課題対応力を養うことを目指す。書くことにおいて苦手な生徒が多い

ので、自分の主張や根拠を表現できる具体的な定型文を示すことで書く力を付けさせたい。また、紹介文を

書き進める中で、「わかりやすく説明しているか」「読み手を引きつける工夫をしているか」「客観的な内容

になっているか」等の視点を掲示して明確にする。カリキュラム・マネジメントの視点では、古河市の地図

帳から古河市の地理的な情報を読み取り、読み取った情報を活用しながら、より説得力があり、まとまりの

ある文章を構築することを通して、論理的思考力の育成を目指す。書いた文章を Google Documentに入力し、

ＩＣＴの共有性を活用することで、ＥＳＤの視点である相互性を深め、生徒は友達の表現を参考にしながら、

学ぶことができると同時に、表現を自分の文章に取り入れることで、よりよい文章を書けるようにする。教

師は次時までに Google Document 上で個別にフィードバックを行い、英語表現の正確性の向上を図りながら、

個に応じた学習の充実を目指す。振り返りでは Padlet を用いることで、ＩＣＴの即時性である即応的な処

理により、ＥＳＤの視点である多様性を認め合い多面的な思考力の育成を目指す。これらの支援により、持

続可能な社会の創り手に必要な資質・能力を身に付けた生徒像である「課題解決に向け、情報を活用すると

ともに自分の考えを説明している」の実現に迫りたい。 

 

５ 単元の支援・評価計画（６時間扱い） 

次 時 主な学習内容 評価 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的な学習 

一 １ ○単元全体の目標を確認する。 

〇古河市にある食べ物に関する英語で書かれたニュース記事

（2025年５月に行われた名人戦古河対局に関する記事）を読

む。 

〇古河市を『訪れてみたい』まちにするために、ＡＬＴの先生

に向けて紹介したい古河市にあるおいしい食べ物やおすすめ

スポットとその魅力等についてグループで考える。 

 ○ 〇 

二 ２ 〇古河市の地図帳から古河市の地理的な情報を読み取る。 

〇読み取った情報を基に、ＡＬＴの先生に向けて紹介したい古

○ 〇 〇 



河市にあるおいしい食べ物やおすすめスポットとその魅力等

について、情報を整理してまとめる。 

〇グループで紹介文を書く（１回目）。     （本時 2/5） 

三 ３ 〇各グループで書いた紹介文を Google Document を用いて、ク

ラス全体で Sharing し、他のグループの参考にしたい表現を

取り入れながら、紹介文を再構築する。 

○グループで紹介文を書く（２回目）。 

〇紹介文の清書を行う。 

〇完成した紹介文を基に、グループで紹介スライドを作成す

る。 

〇スライドの発表を行う。 

〇 ◎ ◎ 

 

６ 本時の学習 

(1) 目標 古河市を『訪れてみたい』まちにするために、古河市の地図帳を読み取りながら、古河市にある 

おいしい食べ物やおすすめスポットとその魅力等について情報を整理し、簡単な語句や文を用いて 

まとまりのある紹介文を書くことができる。           （思考力、判断力、表現力等) 

(2) 本時の展開                          ◇研究の視点 ★人権教育の視点 

主な学習内容・活動 学習活動支援上の留意点と評価（◎○評価） 

１ 英語で挨拶、簡単なやり取りをする。 

 

２ Small Talk 

  “What food do you recommend for ○○?” 

    PairA --- 中間指導 --- PairB --- Reflection 

                  (Small Talk Document) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時の学習の見通しをもつ。 

(1) めあてを確認する。 

 

 

 

 

(2) 前時で調べた古河市のおいしい食べ物やおすすめスポッ

トを確認する。 

 

 

 

 (3) 学習の流れを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ１ Ｔ２ 

 

 

 

・中間指導では困り

感や疑問点を共有

し、生徒の不安を

なくすように努め

る。 

 

 

 

 

・Google Documentへ

の入力でスペルや

文法エラーへの気

づきを促す。 

・単元全体のゴール

も提示し、本時に

より目的意識をも

てるようにする。 

 

・前時に調べた情報

をグループ内で確

認 す る よ う に 促

す。 

 

 

 

・地理的な情報を捉

え、紹介したい食

べ物やおすすめス

ポットとその魅力

について、英語で

表現することに時

間をかけるよう、

全体に伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説得力のある紹介

文にするために、

位置や場所などを

取り入れるよさに

気づく発問をし、

社会科の地図帳の

読み取りを想起す

るように促す。 

 

 

 

 

・紹介したい食べ物

やおすすめスポッ

トについて、１人

１台端末を活用す

ることを奨め、英

文を書く際に分か

らないことがあれ

ば質問するように

助言する。 

 

古河市を『訪れてみたい』まちにするために、古河市にあるお

いしい食べ物やおすすめスポットとその魅力について、紹介文

を書こう。 

・教師と生徒、生徒同士のやりとりを通

して、英語学習の雰囲気を高める。 

I recommend ○○. I want to tell you three good points. 

First, ～. Second, ～. Third, ～. I recommend ○○! You 

should try it! 

・活動の流れを黒板に提示し、生徒が活

動にスムーズに入れるようにする。 

 【本時学習の流れ】 

①地図帳の見方、読み取り方を全体で確認する。（５分） 

②古河市の地理的な情報を地図帳からグループで読み取る。

（５分） 

③紹介したい古河市にあるおいしい食べ物やおすすめスポッ

トとその魅力等についてグループで考え、英語で紹介文を

書く。 

（20分) 

④本時のまとめと振り返りをする。（10分） 

 

 

◇ＩＣＴの即時性（Google Document の同

時編集作業）を活用し、教師がその場で

Small Talkのフィードバックを行う。 

鮒の甘露煮、しら玉、コロッケパン、渡良瀬八犬伝、ネーブル

パーク、古河公方公園、古河文学館、道の駅まくらがの里こが 



４ 古河市の地図帳を読み取り、読み取れた内容をまとめる。 

  ・地図帳の見方、読み取り方をクラス全体で確認する。 

  （別紙１）古河市の地図帳（一部） 

・紹介文を書く上で、必要となる古河市の地理的な情報をグ

ループで読み取る。 

・ワークシートを用いてグループで共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地図帳を読み取り、前時にまとめた情報を基に、紹介した

い古河市にあるおいしい食べ物やおすすめスポットとその魅

力等についてグループで考え、英文を書く。 

  ・紹介したい古河市にあるおいしい食べ物やおすすめスポ

ットとその魅力等について、思考ツール（マインドマッ

プ）を用いて英語で簡単に整理する。 

   （別紙２）思考ツール（マインドマップ） 

  ・英語で整理した情報を基に、古河市にあるおいしい食べ

物やおすすめスポットを紹介する文と、その魅力等を伝

える文を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習をまとめとして、現時点での紹介文を書く。 

 

 

 

 

 

７ 本時の振り返りをする。 

 ・Padletに入力し、振り返りの共有を行う。 

 

 

 

 

 

・１人１台端末に地

図帳が提示されて

いるかを確認しな

がら生徒の交流を

見守り、地図帳の

読み取りが難しい

グループに対して

は地図帳の見方、

読み取り方を提示

して支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・初めから英語で魅

力を書くことが難

しい生徒には、ま

ずは日本語で考え

て み る よ う に 促

す。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の主張や根拠

を表現できる具体

的な定型文を示す

ことで書く力を付

けさせる。 

 

 

 

 

・内容面、言語面、

構成の視点をもっ

て、学習を振り返

るように伝える。 

 

 

 

 

・大型モニターを活

用し、地図帳の見

方、読み取り方を

振り返る。 

・１人１台端末を用

いて各グループで

地図帳を表示し、

説明されたことを

基に読み取るよう

に促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地図帳から読みと

ったことを踏まえ

魅力等について考

えているかを見取

りながら、生徒の

交流を見守る。 

 

 

 

 

 

 

 

・地理的要因も根拠

に入れるように支

援する。 

 

 

 

★グループでの考えをクラス全体で共有す

ることを通して、価値観の違いを受容し、

一人ひとりの気持ちや立場を大切にする態

度を育てる。 

◇グループで地図帳から読み取った地理的

な情報を踏まえて、どんな魅力を伝えられ

るかを考えることで課題対応力を養う。 

◇ＩＣＴの共有性を活用し、 Google 

Document 上で地図帳から読み取れたこと

をグループ同士で共有することで、ＥＳＤ

の視点である連携性、相互性を深める。 

◇思考ツール（マインドマップ）を活用す

ることで、多面的に考える力の育成を図

る。 

I think you should try Maruman Gyoza. There are many 

kinds of gyoza, such as fried gyoza, boiled gyoza, and mini 

gyoza. You can choose sauce of gyoza. It is near the Koga 

station, so you can go there on foot from the station. 

古河市の地図帳から読み取れること 

・古河駅周辺には学校や病院などの建物が多く密集してお

り、道路も複雑に入り組んでいる。 

・本町周辺には神社やお寺が多い。 

・古河駅から三和に向けて国道 125 号が通っている。 

・三和中学校から国道４号までは直線距離で約３kmである。 

・仁連周辺には田や畑が見られるが、東山田周辺には田や畑

の他に果樹園も見られる。 

〇Maruman Gyoza 

① There are some kinds of gyoza,such as fried 

gyoza,boiled gyoza, and mini gyoza. 

② There are some gyoza sauce. 

③ The restaurant is near the Koga station. 

 →You should go there on foot from the station. 

地図帳で読み取った「古河駅周辺には学校や病院などの建物

が多く密集しており、道路も複雑に入り組んでいる。」という

情報から「駅から歩いて行く」ことを英語で提案している。 

◎思①：古河市を『訪れてみたい』まちに

するために、古河市にあるおいしい食べ物

やおすすめスポットについて、事実や自分

の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句

や文を用いてまとまりのある文章を書いて

いる。        【ワークシート】 

 

◇ＩＣＴの即時性・共有性を活用し、振

り返りをすることで、ＥＳＤの視点であ

る多面的に考える力の育成を目指す。 

◇本時の活動を通してグループで考えた

ことを個人で再構成することで、論理的

思考力の育成を目指す。 



８ 次時の学習内容を知る。 ・生徒が次時からの

紹介文作成に本時

とのつながりをも

てるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙１）古河市の地図帳（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙２）思考ツール（マインドマップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 


